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主要幹線道路の整備について 

 

〔Ⅰ〕 クリーンセンター建設に伴う交通量の増加について            

 

クリーンセンター建設に伴い東部地域における４箇所の候補地区の内、１箇所を選定した場合、

ごみの収集・運搬や市民からのごみの持込等により、国道３６９号線、及び般若寺・県庁東交差

点における交通量がどの程度増加するかについて検討を行う。 

 

（１） 現在の環境清美センター、及び再生資源ストックヤードへの進入車両の調査 

 

１）環境清美センターへの進入・出口通過車両等の調査 

平成２１年１１月１６日（月）から１１月２０日（金）の５日間にかけて、現在の環境清

美センターへの時間当たりの進入・出口通過車両台数を調査し、その結果をもとに一日の

平均車両台数を計算し検討を行いました。 

（調査結果） 

１．環境清美センターへ進入する車両台数は、１日平均１,２８６≒１,２９０台／日であり、

主な進入目的としては、ごみの搬入関係の車両が約７０％、それ以外の車両が約３０％

となっています。                      （表１、２参照）   

〔ごみの搬入車両以外の車としては、市職員の通勤車、事務連絡車（若草パトロール含

む）、ごみ搬入以外の業者（主なものとして、許可の申請手続き、郵便、新聞、弁当、タ

クシー等の車両）の車が含まれる。〕 

 

２）再生資源ストックヤードへの進入車両の調査 

新たに建設するクリーンセンターには、リサイクルセンターを併設する予定であること

から、現在、奈良市大安寺西町地内の再生資源ストックヤードで収集・選別業務を行って

いる関係車両の台数も増加数として考慮に入ます。 

（調査結果） 

１．再生資源の収集車（２４台）、市職員の通勤車（３６台）、及び事務連絡車等の車両とし

て１日１０台の出入りがあると仮定する。 

１日当たりの進入車両の延べ台数としては、 

２４×３回＋３６＋１０＝１１８≒１２０台と想定します。 

 

＊以上１）、２）の調査結果により、新たに建設するクリーンセンターへの進入車両台数として

合計１,４１０台を想定し、幹線道路における交通量の増加についての資料を作成します。   

 （環境清美センターで１、２９０台＋再生資源ストックヤードで１２０台   合計１,４１０台／日） 
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（２） 交通量の増加について （１日当たり） 

 

 １）クリーンセンターへの進入車両台数について（国道３６９号線の西側より進入） 

１．新たに建設するクリーンセンターへの進入車両台数としては、調査結果より合計１,４

１０台であるが、都祁、月ヶ瀬、及び東部地区におけるごみ収集関係車両及び一般家庭

からの持ち込み等については、国道３６９号線の東側から進入すると考えられ、この台

数を概ね６０台と想定します。 

２．この結果、国道３６９号線の長尾町バス停付近の通過台数としては、現在の交通量より

東行き、西行き共に１日当たり１,３５０台の交通量が増加することになります。   

   （＊ １,４１０台－６０台＝１,３５０台）             （図１参照） 

３．併せて、現在の環境清美センターへの進入車両の調査データーをもとに、幹線道路にお

ける交通混雑のピーク時（７～８時頃）等における混雑の解消策を検討するため、クリ

ーンセンター建設後の進入車両等の時間帯別割合表を作成しました。   （表３参照） 

 

 

２） 各幹線道路での通過交通量の増加について   

（検討条件） 

・ 奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」のデーターを用いる。 

・ 般若時交差点東側における増加車両台数（１,３５０台／日）の進行方向として、南行きを８割、

北行きを２割と想定し、下記の各道路における通過交通量の増加数について算定を行う。 

（図１、２、３参照） 

（検討場所） 

①�  国道３６９号線（県庁東交差点の北側） 

国道３６９号線（調査箇所番号 B 奈良市登大路町）における通過交通量の増加数に

ついて算定を行う。 

（調査結果） 

・ 「平成１７年度道路交通センサス」では、平日の１日あたりの交通量が１９，８１４台。 

・ クリーンセンター建設に伴う増加台数としては、１,３５０台の８割の車両台数として１,０８０台が

往復することになり、往復で１,０８０台×２＝２,１６０台が増加することになります。 

・ この結果、通過交通量が合計２１，９７４台となり、増加率としては約１１％の増になります。 

 

② 国道３６９号線（長尾町バス停付近） 

国道３６９号線（調査箇所番号 C 奈良市川上町）における通過交通量の増加数につ

いて算定を行う。 

（調査結果） 

・ 「平成１７年度道路交通センサス」では、平日の１日あたりの交通量が９，００３台。 

・ クリーンセンター建設に伴う増加台数としては、１,３５０台が往復することになり、往復で１,３５０

台×２＝２,７００台が増加することになります。 

・ この結果、通過交通量が合計１１，７０３台となり、増加率としては約３０％の増になります。 
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③ 県道木津横田線（般若時交差点の北側） 

県道木津横田線（調査箇所番号 F 奈良市奈良坂町）における通過交通量の増加数に

ついて算定を行う。 

（調査結果） 

・ 「平成１７年度道路交通センサス」では、平日の１日あたりの交通量が１４，４１８台。 

・ クリーンセンター建設に伴う増加台数としては、１,３５０台の２割の車両台数として２７０台が往

復することになり、往復で２７０台×２＝５４０台が増加することになります。 

・ この結果、通過交通量が合計１４，９５８台となり、増加率としては約４％の増になります。 

 

 

 

（３） 交通量の増加について （ピーク時間当たり） 

 

１） クリーンセンターへの進入車両台数を考慮した、主要幹線道路におけるピーク時間当たりの

交通量の増加について検討 

（検討条件） 

１、奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」、及び交通量調査（平成２１年９月２日実施）

した主要交差点における時間帯交通量調査結果のデーターを用いる。 

２、クリーンセンター建設に伴う増加台数としては、クリーンセンター建設後の進入車両等

の時間帯別割合表により検討を行う。                （表３参照） 

３、 検討する時間帯としては、 

①国道３６９号線における通過交通のピーク時間帯である午前７～８時。 

②ごみ処理施設への進入車両が最も多い時間帯の午前１０～１１時。 

４、 以上の条件設定により、下記の主要幹線道路における時間当たりの通過交通量に、クリー

ンセンターへの進入車両台数を付加して、幹線道路における通過交通量の増加率を算出し

ました。 

 

使用した時間帯別車両台数は、前述の数値（表３参照）とし、経路の関係から般若寺交差点におけ

る北側流入量：南側流入量を 2：8 で分配し、交通量調査結果における各時間帯の方向別交通量に

下記車両台数を付加します。 

クリーンセンターへの関係車両台数 

時間帯 進入車両 出口通過車両 合計 備 考 

7：00～8：00 １４６台 ６３台 ２０９台 
国道３６９号線における通

過交通のピーク時間帯 

10：00～11：00 １８６台 1５８台 ３４４台 
クリーンセンターへの進

入車両が最も多い時間帯 
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〔Ⅱ〕 クリーンセンター建設に伴う４車線道路の拡幅について （検討）     

クリーンセンター建設に伴う交通量の増加についての検討結果に基づき、主要幹線道路にお

ける４車線道路の拡幅について検討を行う。 

資料整理については、平成２０年度の道路部会による「主要幹線道路の整備について検討」と

同様の整理方法とします。 

主要幹線道路における交通量の予測については以下のデーターを用いて検討を行うものとする。 

１、 奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」 

２、 道路交通センサスに基づく「平成４２年の将来交通量推計値（現況の車線数による）」 

３、 道路交通センサスに基づく「平成４２年の将来交通量推計値（４車線道路での整備による）」 

 

（１）第１のハードル （交通容量より検討） 

１） 現状の交通量より検討 

＊奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」のデーターを用いて検討 

 

路線名 

 

検討場所 

Ａ、クリーンセンタ

ー建設後の交通

量 （台／日） 

Ｂ、各路線におけ

る交通容量 

 （台／日） 

Ｄ、判断 

Ａ／Ｂ 

 

国道３６９号線 

 

① 県庁東交差点の北

側（調査番号 B） 

２１，９７４台 

 

１２，７００台 

 

１，７３≒２ 

 

② 長尾町バス停付近

（調査番号 C） 

１１，７０３台 ８，８００台 １，３３ 

県道木津横田線 

 

③ 般若寺交差点の北

側（調査番号 F） 

１４，９５８台 

 

１０，６００台 

 

１，４１ 

 

（検討結果） 

・ 上記の結果、①，②，③の場所においては、いづれもクリーンセンター建設後の交通量が各路

線の交通容量を超えていることから、４車線化の可能性は考えられます。 

・ 特に、①の場所では、１，７３で２に近いため、４車線化は必要と思えます。 

 

２） 将来の交通量推計より検討 （現況の車線数による） 

＊奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」に基づき、平成４２年の将来交通量の推計を行い、

その結果の推計値を用いて検討 

 

路線名 

 

検討場所 

Ａ、クリーンセンタ

ー建設後の将来

交通量（台／日） 

Ｂ、各路線におけ

る交通容量 

 （台／日） 

Ｄ、判断 

Ａ／Ｂ 

 

国道３６９号線 

 

① 県庁東交差点の北

側（調査番号 B） 

１５，７６０台 

 

１２，７００台 

 

１．２４ 

 

② 長尾町バス停付近 

（調査番号 C） 

１２，３００台 ８，８００台 １．４０ 

県道木津横田線 

 

③ 般若寺交差点の北側

（調査番号 F） 

１４，０４０台 

 

１０，６００台 

 

１．３２ 
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（検討結果） 

・ 上記の結果、①，②，③の場所においては、いづれもクリーンセンター建設後の将来交通量が

各路線における交通容量を超えていることから、４車線化の可能性は考えられます。 

 

３） 将来の交通量推計より検討（４車線道路での整備による） 

＊奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」に基づき、平成４２年の将来交通量の推計を行い、

その結果の推計値を用いて検討 

＊４車線道路での整備による交通容量については、２車線道路における交通容量の２倍として

算定します。 

 

 

路線名 

 

検討場所 

Ａ、クリーンセンタ

ー建設後の将来

交通量（台／日） 

Ｂ、各路線におけ

る交通容量 

 （台／日） 

Ｄ、判断 

Ａ／Ｂ 

 

国道３６９号線 

 

① 県庁東交差点の北側

（調査番号 B） 

２３，４６０台 

 

２５，４００台 

 

０．９２ 

 

② 長尾町バス停付近（調

査番号C） 

１４，９００台 １７，６００台 ０．８５ 

県道木津横田線 

 

③ 般若寺交差点の北側

（調査番号 F） 

２３，１４０台 

 

２１，２００台 

 

１．０９ 

 

（検討結果） 

・ 上記の結果、①，②の場所においては、４車線道路での整備した場合、クリーンセンター建設後

の将来交通量が各路線における交通容量を超えないで１未満になり、道路が混雑することなく

円滑に走行できる結果となりました。 

・ ③の場所においては、４車線道路での整備した場合、将来交通量が交通容量を超え１以上とな

りますが、何時間も混雑が連続するという可能性は非常に小さい結果となりました。 

 ・ ただし、該当する道路を４車線化により整備することで通行しやすくなることから、隣接する他の

幹線道路からの交通流入が生じ、将来交通量の推計値が上昇する結果となっています。 
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（２） 第２のハードル（時間当たりの交通容量での検討） 

 

（検討する時間帯） 

７～８時     国道３６９号線における通過交通のピーク時間帯 

１０～１１時    クリーンセンターへの進入車両が最も多い時間帯 

 

＊奈良県の「平成１７年度道路交通センサス」のデーターより 

 

 

路線名 

 

 

検討場所 

Ａ、クリーンセンター建設

後の交通量 

（台／ピーク時間） 

Ｂ 、時間当

たりの交通

容量 

(台／時間) 

 

Ｄ、判断 

Ａ／Ｂ 

７～８時 １０～１１時 ７～８時 １０～ 

１１時 

 

国道３６９号線 

 

①県庁東交差

点の北側 

１，５４４台 １，４６３台 １，７００台 ０．９１ ０．８6 

 

②長尾町バス

停付近 

１，３４９台 ８１２台 １，７００台 ０．７９ ０．４8 

 

県道木津横田線 

 

③般若寺交差

点の北側 

１，２２２台 ９０９台 １，７００台 ０．７２ ０．５3 

 

 

＊奈良県の交通量調査（平成２１年９月２日実施）した主要交差点における時間帯交通量調査

結果のデーターより 

 

路線名 

検討場所 Ａ、クリーンセンター建設

後の交通量 

（台／時間） 

Ｂ 、時間当

たりの交通

容量 

（台／時間） 

 

Ｄ、判断 

Ａ／Ｂ 

７～８時 １０～１１時 ７～８時 １０～ 

１１時 

 

国道３６９号線 

 

①県庁東交差

点の北側 

１，５９９台 １，４６８台 １，７００台 ０．９４ ０．８６ 

②長尾町バス

停付近 

１，０８４台 ８０６台 １，７００台 ０．６４ ０．４７ 

県道木津横田線 ③般若寺交差

点の北側 

１，１４０台 ８２２台 １，７００台 ０．６７ ０．４８ 

 

上記の結果、①，②，③の場所においては、クリーンセンター建設後の交通量（台／時間）が、時

間当たりの交通容量 （台／時間）を超えないで、１未満になってしまい、４車線道路が必要という結

論を導くことが出来ない結果となりました。 
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環境清美センターへの進入車両及び清美工場搬入車両の時間帯別割合表
［調査日　平成２１年１１月１６日から１１月２０日までの５日間］ （単位：台）

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

出口通
過車両

計量通
過車両

進入車
両

時間帯
の割合

出口通
過車両

時間帯
の割合

計量通
過車両

時間帯
の割合

5:00～5:59
10 5 11 1 2 0 7 0 2 2 32 8

0
6

0%
2

0%
0

0%

6:00～6:59 73 7 81 4 70 2 1 71 2 65 2 1
360 17

2
72

6%
3

0%
0

0%

7:00～7:59 123 64 3 136 59 2 136 70 2 117 63 3 126 66 4
638 322

14
128

10%
64

5%
3

0%

8:00～8:59 102 67 82 90 59 61 74 46 41 92 53 46 85 64 59
443 289

289
89

7%
58

5%
58

6%

9:00～9:59 172 156 175 104 95 104 117 110 101 129 119 109 158 153 146
680 633

635
136

11%
127

10%
127

14%

10:00～10:59 180 178 184 123 90 107 148 137 134 168 155 142 163 149 150
782 709

717
156

12%
142

11%
143

16%

11:00～11:59 180 196 174 98 96 52 155 151 115 141 137 135 160 162 134
734 742

610
147

11%
148

12%
122

14%

12:00～12:59 131 85 100 62 54 42 114 118 95 130 110 105 127 110 116
564 477

458
113

9%
95

8%
92

10%

13:00～13:59 158 139 135 89 84 76 163 142 130 146 139 132 166 148 144
722 652

617
144

11%
130

10%
123

14%

１4:00～14:59 156 154 170 50 57 40 153 133 125 131 128 116 130 130 118
620 602

569
124

10%
120

9%
114

13%

１5:00～15:59 137 114 106 52 40 32 104 127 106 102 91 82 122 126 109
517 498

435
103

8%
100

8%
87

10%

16:00～16:59 42 142 43 25 113 9 29 159 15 51 151 31 65 144 31
212 709

129
42

3%
142

11%
26

3%

17:00～17:59 35 67 34 55 6 64 27 58 12 54 114 298
0

23
2%

60
5%

0
0%

18:00～18:59 2 99 3 96 0 10 2 70 0 50 7 325
0

1
0%

65
5%

0
0%

19:00～19:59 0 5 0 8 0 7 2 15 1 4 3 39
0

1
0%

8
1%

0
0%

20:00～20:59 0 5 0 4 0 1
0 8 0 2 0 20

0
0

0%
4

0%
0

0%

小計 1,501 1,483 1,172 958 915 525 1,271 1,277 865 1,316 1,299 901 1,382 1,366 1,012 6,428 6,340 4,475 1,286 100% 1,268 100% 895 100%

　　　　調査日

時間帯

1日平均11/16（月） 11/18（水） 11/19（木） 11/20（金） ５日間計11/17（火）

（表 １）
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環境清美センターへの進入車両の目的別台数の調査 

１日当たりの進入車両台数としては、交通量調査における５日間の平日進入車両台数の 

１，２８６台／日として計算した。 

  

進 入 目 的 

 

進 入 台 数 進入車両の

目的別割合

（％） 

目的別進入

台数（台） 

割合 

（％） 

小計 

（台） 

ご

み

搬

入

関

係

の

車

両 

１ ・市直営の収集車 

・清美公社の収集車 

・再生資源（親の会） 

・清掃工場の焼却灰搬出車両 

１７１ 

１９ 

８ 

８ 

１３ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

２０６ 

 

 

 

１６ 

２ ・一般家庭からのごみの持ち

込み 

 

５１７ 

 

４０ 

 

５１７ 

 

４０ 

３ ・官公庁 

・事業所 

２７ 

４６ 

２ 

４ 

 

７３ 

 

６  

４ ・許可業者 ９９ ８ ９９ ８ 

計 ８９５ ７０ 

 

ごみ搬入関係以外の車両 

 

３９１ 

 

３０ 

 

３９１ 

 

３０ 

 

合   計 

 

１,２８６ 

   （台） 

 

１００％ 

 

１,２８６

（台） 

 

１００％ 

 

（参考）平成２０年度の年間ごみ搬入関係の車両実績データーより 

  

進 入 目 的 

 

進 入 台 数 進入車両の 

目的別割合 

（％） 

目的別進入台数

（台）／年 

平均１日当たり

（台）／日 

ご

み

搬

入

関

係

の

車

両 

１ ・市直営の収集車 

・清美公社の収集車 

・再生資源（親の会） 

・清掃工場の焼却灰搬出車両

等（搬出・薬品） 

３８,７４３ 

４,７４４ 

０  

２,４５５ 

１５０ 

１８ 

０ 

９  

１６ 

２ 

０ 

１ 

２ ・一般家庭からのごみの持ち

込み 

 

１４５,１９４ 

 

５６１  

 

６１ 

３ ・官公庁 

・事業所 

５,２９０ 

１３,０７８ 

２０ 

５１  

２ 

６ 

４ ・許可業者 ２８,０４１ １０８  １２ 

ごみ搬入関係の車両台数 

合   計 

 

２３７,５４５ 

 

   ９１７ 

 

１００％ 

＊ １年間の搬入日数を２５９日／年とする。

（表 ２） 
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クリーンセンター建設後の進入車両等の時間帯別割合表（国道３６９号線の西側より進入する台数） 

（クリーンセンターには環境清美センター及びリサイクルセンターの機能を併設する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表３） 

（単位：台）

環境清美ｾﾝﾀｰ ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 計 時間帯の割合 環境清美ｾﾝﾀｰ ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 計 時間帯の割合

5:00～5:59 6 0 6 0% 2 0 2 0%

6:00～6:59 69 0 69 5% 3 0 3 0%

7:00～7:59 122 24 146 11% 62 1 63 5%

8:00～8:59 85 15 100 7% 56 28 84 6%

9:00～9:59 130 31 161 12% 123 31 154 11%

10:00～10:59 149 37 186 14% 138 20 158 12%

11:00～11:59 141 10 151 11% 144 3 147 11%

12:00～12:59 108 2 110 8% 92 2 94 7%

13:00～13:59 138 1 139 10% 126 1 127 9%

１4:00～14:59 119 0 119 9% 116 0 116 9%

１5:00～15:59 99 0 99 7% 97 0 97 7%

16:00～16:59 40 0 40 3% 138 0 138 10%

17:00～17:59 22 0 22 2% 58 34 93 7%

18:00～18:59 1 0 1 0% 63 0 63 5%

19:00～19:59 1 0 1 0% 8 0 8 1%

20:00～20:59 1 0 1 0% 4 0 4 0%

小計 1,230 120 1,350 100% 1,230 120 1,350 100%

　

時間帯

進入車両 出口通過車両



クリーンセンターのアクセス交通の移行条件 （図１）

クリーンセンター建設候補地域

環境清美センター

梅谷口

般若寺

県庁東

紀寺

現在アクセス

移転後

アクセスの

２０％

移転後

アクセスの

８０％

1,410-60＝

曜日別ばらつきがあるが

リサイクルセンター

現在アクセス

推定 120台/日

東部地域のアクセスは

F
C

B




